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        今後の主な予定 
２月７日（金）・２１日（金）１３時～  スダジイ楽書会（フォーラム） 

２月１１日（火）９時３０分～  ぐんま教育のつどい２０１４（群馬県青少年会館） 

２月１１日（火）１３時３０分～１７時   群馬の歴史を考える会（歴教協主催／桂萱公民館） 

３月２１日（金）１０時～    群馬高生研春季ゼミ（前橋市総合福祉会館） 

３月２２日（土）１４時～    近現代史ゼミ（前橋市総合福祉会館） 

◇フォーラムと運営委員会と私 

 昨年４月に高校を退職してから運営委員の

一人として関わっていますが、以前運営委員

だった高橋清一先生から理科部会のお誘いを

受けてお応えできなかったことが心残りとし

てあり、参加しようと決めた要因の一つとな

っています。毎週金曜の運営委員会は、ニュ

ース『育ちと学び』の企画編集や各部会の計

画検討の中で語られる内藤先生の日韓近現代

史や針谷先生の教育論がアカデミックで刺激

的です。女性陣のオイシイ心遣いは癒しと励

ましと、私にとって貴重な時間と空間になっ

ています。フォーラムの活動では、授業がす

べての非常勤講師の私には授業研究部会の取

材活動が印象的でした。講義形式の一方通行

授業から抜け出ようとしてきましたが、「学び

の共同体」から始まっているコの字型授業や

グループ学習を行う「協同(協働)学習」は形

だけでなくそれを使って深い学習を目指す所

にチャレンジの価値がありそうです。自分の

実践と部会への協力は続けていきたいですね。 

◇原発と自然エネルギー研究部会 

 自分はフォーラムで何ができるか、これが

一番大変ですが、理科の人間である私にとっ

て福島第一原発事故のことを抜きに考えるこ

とは有り得ませんでした。原発ゼロどころか、

海外にまでどんどん売っていこうという現在

の日本。事故後３年が経過しようとしている

今、キーワードは「忘れない｣でしょう。 

 でも、具体的に何をするかとなると本当に

難しい。非力な私は、先ず「仲間を集めて！」

と、同じ部会を支える加納さんに声をかけ、

瀧口代表の力を借り、三人寄れば文殊の知恵

(４人も集まりました)。やっとこさ昨年暮れ

にお米と土の放射能測定を部会でおこないま

したが大変な状況です！さて、これからどん

な活動を…。 

◇部会ホームページ、アップ！ 

 フォーラムは部会が命、とは瀧口代表の口

癖。「原発と自然エネルギー研究部会」もＨＰ

を、と長谷川・下田さんに懇願して素敵なコ

ーナーを立ち上げてもらいました。中身はま

だまだですが、自前の放射能関連の記事をだ

んだんアップしていきたいと思っています。

放射能測定やデータ収集などの調査研究をし

ている方、フォーラムに参加してＨＰに研究

発表しませんか。 

◇わいわいフォ－ラム 

 １２月１４日、学習会に続いてわいわいフ

ォーラムが開催されました。会場はフォーラ

ム会員の清水さんが経営する群馬ロイヤルホ

テル。街を見下ろす９階の部屋で新しい年へ

の希望を語りながら、表現活動部会の朴さん

鈴木さんによる茨木のり子と向田邦子の作品

の朗読、須田さんの三線演奏を楽しみました。
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